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平成 ２１ 年３ ／ １５

３月１日現在人口と世帯数

前月比合 計外国人
登　録

住　　民
基本台帳

３４減３７，８３１４１９３７，４１２男
人　

口
２３減３９，０６５５１３３８，５５２女

５７減７６，８９６９３２７５，９６４計

４３減３８，１５２５０６３７，６４６世帯数

毎月１日・１５日発行

定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援

定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援

特
別
手
当
の
お
知
ら
せ

特
別
手
当
の
お
知
ら
せ

　

昨
年
後
半
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
発
の

金
融
危
機
は
、
日
本
経
済
に
も
波
及

し
、
企
業
や
そ
の
労
働
者
は
も
ち
ろ
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平
成　

年
（
西
暦
２
０
０
９
年
）

２１

狛
江
市
議
会
第
１
回
定
例
会
に
当
た

り
、
新
年
度
に
向
け
た
施
政
方
針
と
、

平
成　

年
度
狛
江
市
一
般
会
計
予
算

２１

の
概
要
等
に
つ
き
、
説
明
申
し
上
げ

ま
す
。

ん
、
市
民
生
活
に
も
深
刻
な
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
本
来
、

国
が
責
任
あ
る
経
済
対
策
を
打
ち
出

し
国
民
の
不
安
を
取
り
除
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
定
額

給
付
金
の
よ
う
な
一
過
性
の
対
策
で

は
な
く
、
雇
用
の
確
保
や
社
会
保
障

の
充
実
、
消
費
購
買
力
の
拡
大
な
ど

恒
久
的
な
政
策
に
よ
っ
て
対
処
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
い
ま
だ
に
抜
本
策
が
打
た
れ

な
い
中
で
、
厳
し
い
現
状
の
打
開
を

目
指
し
、
限
ら
れ
た
力
で
あ
っ
て
も

狛
江
市
で
で
き
る
こ
と
は
進
め
よ
う

と
、
す
で
に
昨
年
第
４
回
定
例
会
で

特
別
融
資
あ
っ
旋
制
度
を
構
築
し
、

こ
れ
か
ら
ご
審
議
い
た
だ
く
第
７
号

補
正
予
算
案
お
よ
び
新
年
度
予
算
案

に
お
い
て
も
事
業
の
前
倒
し
や
国
・

都
の
補
助
制
度
の
活
用
な
ど
を
含
め
、

各
種
手
立
て
を
講
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
年　

月
に
、
国
は
平
成　

年
度

１２

２１

地
方
財
政
対
策
を
発
表
し
ま
し
た
が
、

新
年
度
の
地
方
税
、
地
方
交
付
税
お

よ
び
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
の
一
般

財
源
総
額
は
、
前
年
度
比
で
８
�
１

０
０
億
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
雇
用
創
出
や
地
域
の
元
気
回

復
な
ど
地
方
対
策
が
講
じ
ら
れ
た
た

め
、
交
付
団
体
ベ
ー
ス
で
は
前
年
度

比
３
�
６
０
０
億
円
の
増
額
と
な
り

ま
し
た
。
た
だ
、
地
方
交
付
税
の
原

資
と
な
る
国
税
の
法
定
分
は
不
況
に

よ
り
約
２
兆
６
�
３
０
０
億
円
も
減

収
見
込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

財
源
は
臨
時
財
政
対
策
債
の
増
額
発

行
で
対
応
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、

公
債
費
の
抑
制
に
努
め
て
い
る
狛
江

市
に
と
っ
て
は
厳
し
い
事
態
で
し
た

が
、
将
来
的
な
増
大
を
招
か
な
い
よ

う
予
算
編
成
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

狛
江
市
は
、「
狛
江
市
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
」
に
よ
っ
て
財
政
基
盤
の
確

立
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
平

成　

年
度
は
計
画
の
最
終
年
度
と
な

２１
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
一
定
の
成
果
を

収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
議
会

の
ご
理
解
と
市
民
の
ご
協
力
に
よ
る

矢野ゆたか市長　所信表明

平成２１年度

所 信 表 明
（西暦２００９年度）
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地
方
財
政
を
め
ぐ
る
動
き
と
狛
江
市

地
方
財
政
を
め
ぐ
る
動
き
と
狛
江
市

の
行
財
政
運
営

の
行
財
政
運
営

　

景
気
後
退
下
で
の
市
民
の
皆
さ
ん

の
生
活
の
支
援
と
、
経
済
対
策
の
た

め
、
定
額
給
付
金
お
よ
び
子
育
て
応

援
特
別
手
当
を
給
付
し
ま
す
の
で
、

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
請
書
送
付
日

　

３
月　

日
�

２４

■
必
要
書
類

▽
押
印
し
た
申
請
書

▽
本
人
確
認
書
類
の
写
し

▽
振
込
口
座
の
通
帳
の
写
し

■
申
込
受
付
期
間

　

必
要
書
類
を
返
信
用
封
筒
に
入
れ

て
、
定
額
給
付
金
対
策
室
事
務
局
へ

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
届
い
た
も
の

か
ら
順
次
振
り
込
み
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
の
最
終
締
切
日
は
９

月　

日
�
（
消
印
有
効
）
で
す
。

２４
■
給
付
金
・
手
当
の
給
付

　

給
付
金
お
よ
び
手
当
は
、
原
則
す

べ
て
口
座
振
込
で
給
付
し
ま
す
。

■
給
付
を
受
け
ら
れ
る
方

〔
定
額
給
付
金
〕
平
成　

年
２
月
１

２１

日
現
在
、
住
民
基
本
台
帳
も
し
く
は

外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い

る
方
（
別
表
参
照
）

〔
子
育
て
応
援
特
別
手
当
〕
平
成　
２１

年
２
月
１
日
現
在
、
同
一
世
帯
に
属

し
、
住
民
基
本
台
帳
も
し
く
は
外
国

人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る　
１８

歳
以
下
の
う
ち
、
第
２
子
以
降
の
３

歳
〜
５
歳
の
子
ど
も
（
別
表
参
照
）

■
市
役
所
特
設
窓
口
で
の
申
請

　

郵
送
で
の
申
請
が
困
難
な
場
合
、

市
役
所
特
設
窓
口
で
も
申
請
が
で
き

ま
す
。
次
の
各
地
域
ご
と
の
指
定
日

に
、
申
請
書
、
印
鑑
、
振
込
口
座
の

通
帳
、
本
人
確
認
の
書
類
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

▽
４
月　

日
�
〜　

日
�　

和
泉
本

１３

２１

町
・
中
和
泉
・
元
和
泉
に
在
住
の
方

▽
４
月　

日
�
〜
５
月
１
日
�　

東

２２

和
泉
・
猪
方
・
駒
井
町
・
西
野
川
に

在
住
の
方

▽
５
月
７
日
�
〜　

日
�　

西
和

１５

泉
・
岩
戸
南
・
岩
戸
北
・
東
野
川
に

在
住
の
方

※
振
り
込
み
に
よ
る
給
付
が
困
難
な

方
や
、
住
所
地
以
外
へ
の
申
請
書
の

再
発
行
等
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
定
額
給
付
金
対
策

室
�
０
１
２
０（　

）８
４
０
５
（
月

９１

〜
土
曜
日
午
前　

時
〜
午
後
８
時
。

１０

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
は
３
月　

日
�
〜

２３

５
月　

日
�
）、
�
（
３
４
３
０
）
４

２３

６
０
１
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時
）

３０

※
こ
の
番
号
以
外
で
の
対
応
は
行
い

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■給付を受けられる方

金　額生年月日年　齢

２万円昭和１９年２月２日以前
生まれ６５歳以上

定額給付金 １万２，０００円昭和１９年２月３日～平
成２年２月１日生まれ

１９歳以上６５歳
未満

２万円平成２年２月２日以降
生まれ１８歳以下

３万６，０００円
平成１４年４月２日～平
成１７年４月１日生まれ
の第２子以降

３歳～５歳子育て応援
特別手当

２
面
へ
続
く

定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援

定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援

特
別
手
当
の
お
知
ら
せ

特
別
手
当
の
お
知
ら
せ
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次
に
、
平
成　

年
度
予
算
案
の
主

２１

な
事
業
な
ら
び
に
新
年
度
に
予
定
し

て
い
る
主
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
ず
こ
の
間
、
雇

用
不
安
や
景
気
の
さ
ら
な
る
後
退
、

消
費
の
低
迷
と
い
っ
た
現
在
の
経
済

危
機
に
対
応
し
よ
う
と
、
狛
江
市
が

実
施
す
る
「
生
活
と
営
業
を
守
る
た

め
の
緊
急
対
策
」
に
つ
い
て
、
全
体

像
を
お
示
し
す
る
た
め
、
今
年
度
の

補
正
予
算
で
提
示
し
た
内
容
も
含
め
、

説
明
を
い
た
し
ま
す
。　

　

緊
急
経
済
対
策

　

す
で
に
今
年
１
月
か
ら
３
月
ま
で

の
期
限
で
、
緊
急
経
済
対
策
と
し
て

信
用
保
証
料
な
ら
び
に
利
子
の
全
額

市
負
担
、
返
済
期
間
５
年
以
内
と
い

う
事
業
資
金
の
特
別
あ
っ
旋
制
度
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
が
、
新
年
度

予
算
で
は
こ
れ
を
さ
ら
に
継
続
さ
せ

て
ま
い
り
ま
す
。
本
日
定
例
会
初
日

に
、
国
の
定
額
給
付
金
や
子
育
て
応

援
特
別
手
当
支
給
と
連
動
さ
せ
て
、

市
内
消
費
の
喚
起
を
促
す
た
め
の
市

内
共
通
商
品
券
の
発
行
と
、
そ
の
市

内
消
費
促
進
イ
ベ
ン
ト
に
対
す
る
補

助
金
支
給
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
市
内
で
も
っ
と
も
直

撃
を
受
け
て
い
る
建
設
関
連
業
者
へ

の
仕
事
確
保
策
と
し
て
、
新
年
度
予

算
で
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
対
す

る
助
成
事
業
を
立
ち
上
げ
、
さ
ら
に

市
公
共
工
事
の
前
払
い
金
に
関
す
る

３
面
へ
続
く

平
成
平
成　

年
度
予
算
案
の
主
な
事
業
、
新
年

年
度
予
算
案
の
主
な
事
業
、
新
年

２１２１

度
に
取
り
組
む
主
な
施
策
等
に
つ
い
て

度
に
取
り
組
む
主
な
施
策
等
に
つ
い
て

　

そ
れ
で
は
、
新
年
度
予
算
案
の
概

要
に
つ
い
て
、
数
字
は
概
算
と
な
り

ま
す
が
、
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　

特
別
会
計
を
含
め
た
予
算
総
額
は

３
７
４
億
５
�
８
０
０
万
円
、
０
・

２
％
の
増
で
、
そ
の
う
ち
一
般
会
計

予
算
は
２
２
０
億
７
�
７
０
０
万
円
、

対
前
年
度
比
５
億
９
�
３
０
０
万
円

で
２
・
８
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
市
税
、

地
方
譲
与
税
は
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
様

の
額
で
す
が
、
社
会
情
勢
を
反
映
し
、

利
子
割
交
付
金
、
配
当
割
交
付
金
、

自
動
車
取
得
税
交
付
金
は
大
幅
な
減

と
な
り
ま
し
た
。
地
方
消
費
税
交
付

金
の
増
は
納
付
期
日
の
関
係
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

地
方
交
付
税
は
８
億
７
�
５
０
０

万
円
、　

・
４
％
の
減
を
見
込
ん
で

１９

お
り
、
都
支
出
金
３
億
２
０
０
万
円

の
増
額
は
、
主
に
道
路
整
備
に
伴
う

市
町
村
土
木
補
助
や
、
市
町
村
総
合

交
付
金
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。
基

金
等
か
ら
の
繰
入
金
は
７
�
２
０
０

万
円
、　

・
８
％
の
減
額
と
い
た
し

４９

ま
し
た
。
市
債
７
億
２
�
０
０
０
万

円
の
増
額
は
、
教
育
債
２
億
８
�
２

０
０
万
円
、
臨
時
財
政
対
策
債
３
億

８
�
３
０
０
万
円
の
増
を
主
な
要
因

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

歳
出
に
お
い
て
は
、総
務
費
は
６
・

２
％
の
増
で
す
が
、
主
に
定
年
退
職

者
の
増
加
や
退
職
手
当
組
合
負
担
金

の
負
担
率
変
更
に
伴
う
も
の
で
、
民

生
費
０
・
３
％
の
増
は
生
活
保
護
費

な
ど
扶
助
費
の
増
が
要
因
と
な
っ
て

お
り
、
衛
生
費
２
・
３
％
の
増
は
妊

婦
健
診
の
拡
充
、
多
摩
川
衛
生
組
合

負
担
金
の
増
額
が
主
な
も
の
で
す
。

平
成
平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
案

年
度
一
般
会
計
予
算
案

２１２１

等
の
概
要

等
の
概
要

も
の
と
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
し
「
三
位
一
体
の
改
革
」
に
よ

り
削
減
さ
れ
た
地
方
交
付
税
等
が
復

元
さ
れ
る
訳
で
は
な
く
、
当
面
の
危

機
の
回
避
が
で
き
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

加
え
て
社
会
保
障
関
係
費
の
増
や
、

今
後
市
税
収
入
の
落
ち
込
み
な
ど
が

想
定
さ
れ
、
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く

行
財
政
改
革
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
第
４
次
行
財
政
改
革
大
綱

と
と
も
に
、
新
た
な
基
本
構
想
・
基

本
計
画
の
策
定
に
臨
む　

年
度
は
、

２１

狛
江
市
の
未
来
を
方
向
付
け
る
重
要

な
年
度
と
位
置
付
け
て
お
り
、
こ
う

し
た
時
期
に
ふ
さ
わ
し
い
予
算
案
と

な
る
よ
う
全
庁
挙
げ
て
努
力
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

労
働
費
は
４
・
５
％
、
農
業
費　

・
１４

８
％
、
商
工
費
０
・
８
％
と
い
ず
れ

も
増
額
で
す
が
、
そ
の
う
ち
農
業
費

の
増
は
市
民
農
園
の
整
備
等
に
よ
る

も
の
で
す
。
土
木
費
に
つ
い
て
は
、

都
市
計
画
道
路
３
・
４
・　

号
線

１６

（
七
差
路
）
整
備
費
２
億
６
�
９
０

０
万
円
の
増
な
ど
で
、
８
・
０
％
の

増
加
と
な
り
ま
し
た
。
消
防
費
は
、

１
・
４
％
の
増
、
教
育
費
は
小
・
中

学
校
既
存
施
設
改
修
工
事
、
市
民
総

合
体
育
館
大
規
模
改
修
な
ど
の
た
め

　

・
１
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１０な
お
公
債
費
は
、
１
・
２
％
の
減
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

以
上
の
歳
出
増
に
対
し
て
は
、
職

員
定
数
削
減
な
ど
に
よ
り
財
源
を
確

保
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
実
施

計
画
の
着
実
な
推
進
に
加
え
、
経
済

情
勢
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
市
民
生
活

に
も
可
能
な
限
り
配
慮
し
た
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

要
綱
を
改
正
し
、
最
低
限
度
額
の
引

き
下
げ
や
対
象
工
期
等
の
短
縮
な
ど
、

使
い
や
す
い
も
の
に
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

そ
の
ほ
か
、
国
や
都
の
事
業
を
活

用
し
な
が
ら
、
公
共
施
設
の
修
繕
、

児
童
遊
園
・
都
市
公
園
に
お
け
る
遊

具
等
の
修
繕
、
高
齢
者
や
障
が
い
者

宅
へ
の
火
災
警
報
器
の
支
給
・
取
り

付
け
に
対
す
る
助
成
、
放
置
自
転
車

の
撤
去
作
業
の
強
化
、
市
政
情
報
ル

ー
ム
や
道
路
管
理
支
援
シ
ス
テ
ム
の

整
備
な
ど
を
通
し
て
、
雇
用
の
創
出

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

年
度
補
正
予
算
と　

年
度
当
初

２０

２１

予
算
を
合
算
い
た
し
ま
す
と
、
総
事

業
費
は
国
の
定
額
給
付
金
給
付
お
よ

び
子
育
て
応
援
特
別
手
当
支
給
事
業

以
外
に
約
９
�
４
５
０
万
円
、
そ
の

う
ち
一
般
財
源
総
額
は
１
�
９
０
０

万
円
余
と
な
る
見
込
み
で
す
。
新
年

度
に
お
い
て
も
国
や
都
の
制
度
を
活

用
し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
緊
急

対
策
事
業
を
広
げ
て
い
く
考
え
で
す
。

　

続
い
て
、
予
算
編
成
方
針
で
掲
げ

た
６
つ
の
項
目
を
中
心
に
、
説
明
申

し
上
げ
ま
す
。

�
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
街
を
築
く
た
め
に

　
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
」
は
、
市

民
共
通
の
願
い
で
も
あ
り
ま
す
。
ま

ず
、
防
災
や
防
犯
な
ど
安
全
対
策
か

ら
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　

学
校
に
お
い
て
は
、
学
校
耐
震
支

援
員
を
配
置
し
、
三
小
の
体
育
館
、

和
泉
小
の
校
舎
、
二
中
の
渡
り
廊
下

に
つ
い
て
は
耐
震
補
強
工
事
を
、
六

小
の
体
育
館
、
一
中
の
校
舎
お
よ
び

体
育
館
で
は
耐
震
補
強
工
事
の
設
計

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
育
園
の
耐
震
診
断
は
２
年
計
画

と
し
、
順
次
、
耐
震
診
断
を
実
施
し

て
い
く
考
え
で
す
。

　

地
域
に
お
い
て
は
、
災
害
時
に
自

主
的
な
避
難
所
運
営
が
で
き
る
よ
う
、

避
難
所
ご
と
の
協
議
会
を
立
ち
上
げ

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
が
、
新
年

度
は
六
小
、
緑
野
小
、
四
中
で
開
設

予
定
で
す
。
市
長
会
助
成
事
業
と
し

て
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
支
給
・
取

り
付
け
、
な
ら
び
に
地
域
活
性
化
・

生
活
対
策
臨
時
交
付
金
の
事
業
と
し

て
火
災
警
報
器
の
支
給
・
取
り
付
け

に
対
す
る
助
成
措
置
を
そ
れ
ぞ
れ
講

じ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

全
市
立
保
育
園
、
児
童
館
、
未
設
置

の
全
地
域
セ
ン
タ
ー
、
市
消
防
団
本

部
車
な
ら
び
に
全
分
団
ポ
ン
プ
車
に

設
置
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

防
犯
面
で
は
、
市
内
刑
法
犯
認
知
件

数
の
さ
ら
な
る
減
少
を
目
指
し
て
防

犯
診
断
事
業
の
推
進
を
図
り
、
ま
た

保
育
園
の
安
全
確
保
の
た
め
に
オ
ー

ト
ロ
ッ
ク
を
３
園
に
設
置
し
ま
す
。

　

現
在
、
都
施
工
で
狛
江
通
り
の
拡

幅
・
歩
道
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

市
施
工
分
も
緑
野
小
前
の
市
道　

号
３２

線
の
歩
道
延
長
・
拡
幅
工
事
費
、
都

市
計
画
道
路
３
・
４
・
４
号
線
の
無

電
柱
化
を
含
む
築
造
な
ら
び
に
３
・

４
・　

号
線
（
七
差
路
）
お
よ
び
市

１６

道　

号
線
整
備
の
た
め
の
用
地
取
得

３４
費
、
そ
の
他
市
道
８
号
線
の
整
備
工

事
等
を
予
算
計
上
す
る
な
ど
、
交
通

安
全
対
策
に
十
分
留
意
し
て
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に　

年
度
に
初
め
て
取

２０

り
組
ん
だ
中
学
生
を
対
象
に
ス
タ
ン

ト
マ
ン
を
活
用
し
た
交
通
安
全
教
育

を
、
本
年
も
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
内
関
連
３
駅
周
辺
に
は
、
平
日

約
千
台
の
放
置
自
転
車
が
あ
り
ま
す

が
、
狛
江
駅
北
口
に
駐
輪
施
設
を
増

設
す
る
と
と
も
に
、
撤
去
活
動
回
数

も
増
や
し
、
安
全
の
確
保
、
美
観
の

保
持
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
障
が
い
を
持
っ
た
方
が
た

が
、
地
域
の
中
で
社
会
参
加
し
て
い

く
た
め
に
、
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

内
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
運
営
に
就
労

支
援
の
視
点
か
ら
補
助
を
増
額
し
、

「
こ
ま
バ
ス
」運
行
に
伴
う
施
設
送
迎

バ
ス
の
暫
定
運
行
を
さ
ら
に
延
長
し

て
ま
い
り
ま
す
。
障
害
者
自
立
支
援

法
施
行
に
当
た
っ
て
実
施
し
た
利
用

者
負
担
軽
減
措
置
を
新
年
度
も
継
続

し
、
福
祉
作
業
所
等
の
新
法
に
よ
る

移
行
に
当
た
っ
て
減
額
さ
れ
る
不
足

分
を
新
た
に
支
援
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
す
。
障
が
い
者
の
移
動
支
援
事

業
も
使
い
や
す
く
す
る
た
め
、
制
度

の
見
直
し
を
図
り
ま
す
。
ま
た
市
民

協
働
事
業
提
案
制
度
に
よ
る
要
支
援

児
童
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
マ
ッ
プ
を

作
成
し
、
適
切
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

ら
れ
る
施
設
等
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
通
常
学
級
に
在
籍
し
特
別
な
支

援
を
必
要
と
す
る
児
童
・
生
徒
に
対

し
支
援
員
を
配
置
し
、
不
登
校
の
児

童
・
生
徒
に
対
す
る
心
理
相
談
員
の

派
遣
日
数
を
増
や
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�
子
ど
も
た
ち
を
安
心
し

て
産
み
育
て
ら
れ
る
街

と
す
る
た
め
に

　

引
き
続
き「
子
育
て
一
番
の
ま
ち
」

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
次
世

代
育
成
支
援
地
域
行
動
計
画
の
後
期

計
画
作
成
に
入
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

妊
婦
健
診
に
つ
き
ま
し
て
は　

年
２０

度
公
費
助
成
を
２
回
分
か
ら
５
回
分

に
拡
げ
ま
し
た
が
、
新
年
度
は　

回
１４

分
ま
で
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
対
象

出
産
施
設
を
都
内
か
ら
全
国
へ
広
げ

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

保
育
園
の
待
機
児
解
消
を
目
指
し

て
、
３
月
に
新
た
な
認
証
保
育
所
の

開
設
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
当

該
保
育
所
に
お
い
て
は
一
時
保
育
、

　

時
間
緊
急
保
育
も
実
施
す
る
予
定

２４で
す
。
新
年
度
以
降
の
待
機
児
数
を

見
極
め
、
必
要
な
場
合
に
は
保
育
所

を
さ
ら
に
増
設
す
る
な
ど
待
機
児
ゼ

ロ
を
追
求
し
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、

保
護
者
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
児
童
放

課
後
施
設
の
保
育
時
間
延
長
に
つ
い

て
は
、
昨
年　

月
学
童
保
育
所
の
受

１１

入
時
間
を
従
来
の「　

時　

分
ま
で
」

１７

４５

を
「　

時　

分
ま
で
」
と
い
た
し
ま

１８

１５

し
た
が
、
本
年
４
月
か
ら
小
学
生
ク

ラ
ブ
で
平
日
「　

時
ま
で
」
を
「　

１９

２０

時
ま
で
」
に
、
放
課
後
ク
ラ
ブ
で
は

「　

時
ま
で
」
を
「　

時　

分
ま
で
」

１８

１８

４５

と
そ
れ
ぞ
れ
延
長
を
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は　
２０

年
度
で
増
築
工
事
を
完
了
し
、
小
学

生
ク
ラ
ブ
の
受
入
定
員
を　

人
か
ら

３８

　

人
に
増
員
し
て
ま
い
り
ま
す
。

５０
　

幼
稚
園
児
に
対
し
て
は
、
国
、
都

制
度
に
よ
り
保
護
者
負
担
を
さ
ら
に

軽
減
い
た
し
ま
す
。

　
　

月
か
ら
、
小
・
中
学
生
の
医
療

１０
費
助
成
を
拡
大
し
、
通
院
分
自
己
負

担
２
０
０
円
を
除
く
無
料
化
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

　

学
校
教
育
の
関
係
で
は
、
中
学
校

給
食
を
通
年
化
す
る
と
と
も
に
、
三

小
の
特
別
活
動
室
等
整
備
お
よ
び
六

小
の
特
別
活
動
室
等
整
備
工
事
の
設

計
、
二
中
体
育
館
改
築
の
た
め
の
設

計
、
四
中
の
ガ
ス
管
改
修
・
４
階
普

通
教
室
空
調
機
設
置
・
美
術
用
机
購

入
等
、
教
育
環
境
の
整
備
を
行
い
ま

す
。
ま
た
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ

ン
ト
の
回
数
増
を
図
る
と
と
も
に
、

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
の
支
援
制
度
を
新
し
く
創
設
し
、

学
校
外
部
評
価
は
新
年
度
全
校
で
実

施
い
た
し
ま
す
。
三
小
の
フ
リ
ー
プ

レ
イ
は　

年
４
月
開
設
の
条
件
整
備

２２
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狛
江
第
二
小
学
校

　
　

昭
和　

年
春
の
遠
足

２８

　

娯
楽
や
旅
行
の
機
会
が
あ
ま
り
な

か
っ
た
戦
後
ま
も
な
い
頃
、
遠
足
は

子
供
達
の
楽
し
み
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　

一
方
学
校
で
も
、
戦
後
発
足
し
た

ば
か
り
の
社
会
科
学
習
の
一
環
と
し

て
、
日
頃
の
授
業
を
現
地
で
学
ぶ
絶

好
の
機
会
で
も
あ
っ
た
。
だ
か
ら
遠

足
と
い
う
と
、
そ
の
土
地
の
地
理
や

歴
史
を
調
べ
さ
せ
た
り
、
動
植
物
の

こ
と
、
自
然
の
美
し
さ
や
車
内
の
躾

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
学
習
の
場
と
捉
え

て
い
た
。
で
は
、
ど
こ
に
行
っ
た
か

を
、
狛
江
第
二
小
学
校
昭
和　

年
春

２８

の
遠
足
計
画
書
か
ら
探
っ
て
み
た
。

　

１
年
生
は
向
ヶ
丘
遊
園
で
あ
る
。

狛
江
か
ら
稲
田
登
戸
（
現
向
ヶ
丘
遊

園
）
ま
で
電
車
で
行
き
、
駅
の
前
か

ら
川
沿
い
を
走
る
豆
汽
車
に
乗
っ
て

遊
園
地
の
正
門
ま
で
。
前
年
有
料
化

さ
れ
た
ば
か
り
の
遊
園
地
に
は
た
く

さ
ん
の
乗
り
物
が
あ
っ
た
し
、
広
く

て
き
れ
い
な
花
園
で
は
、
大
い
に
楽

し
む
こ
と
が
で
き
た
。

　

２
年
生
は
江
ノ
島
で
あ
る
。
小
田

急
線
を
使
っ
て
龍
宮
城
み
た
い
な
江

ノ
島
駅
で
降
り
て
、
水
族
館
に
行
っ

た
り
、
ま
だ
有
料
だ
っ
た
弁
天
橋
を

渡
っ
て
お
岩
屋
へ
。
広
い
海
を
眺
め
、

帰
り
に
は
砂
浜
で
楽
し
く
遊
ん
だ
。

　

３
年
生
は
貸
切
り
バ
ス
で
浜
離
宮

へ
。
こ
の
頃
は
ま
だ
電
車
利
用
が
お

も
で
、
バ
ス
旅
行
な
ど
珍
し
い
時
代

だ
っ
た
。
浜
離
宮
も
、
皇
室
財
産
だ

っ
た
も
の
が
開
放
さ
れ
て
昭
和　

年
２１

に
開
園
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。
緑
の

木
立
の
中
か
ら
東
京
港
を
眺
め
、
潮

風
を
浴
び
て
散
策
を
楽
し
ん
だ
。

　

４
年
生
は
稲
毛
海
岸
に
行
っ
た
。

こ
れ
も
狛
江
か
ら
稲
毛
駅
ま
で
す
べ

て
電
車
。
こ
の
頃
は
ま
だ
東
京
湾
が

き
れ
い
で
、
海
岸
の
埋
立
て
も
し
て

い
な
か
っ
た
か
ら
、
潮
干
狩
り
が
出

来
た
。
海
岸
に
作
ら
れ
た
休
憩
所
で

網
と
熊
手
を
も
ら
っ
て
、
さ
あ
海
へ
。

代
金
は
１
５
０
円
。
潮
が
引
く
の
に

あ
わ
せ
な
が
ら
貝
を
獲
り
、
潮
が
満

ち
て
く
れ
ば
引
き
さ
が
る
。
こ
れ
も

潮
の
満
ち
干
を
学
ぶ
体
験
学
習
で
あ

る
。
し
か
し
潮
の
加
減
か
ら
か
狛
江

出
発
は
な
ん
と
午
前
６
時
半
。

　

５
年
生
は
東
京
湾
め
ぐ
り
で
あ
る
。

狛
江
か
ら
小
田
急
線
で
新
宿
へ
。
あ

と
は
都
電
を
借
り
切
っ
て
、
隅
田
川

岸
の
小
田
原
町
（
現
築
地
六
丁
目
）

ま
で
。
当
時
は
都
電
が
網
の
目
の
よ

う
に
走
っ
て
い
て
、
貸
切
電
車
な
ら

ど
こ
に
で
も
行
く
こ
と
が
で
き
た
。

小
田
原
町
か
ら
は
船
に
乗
っ
て
港
内

め
ぐ
り
。
大
き
な
船
、
小
さ
な
船
の

間
を
走
り
な
が
ら
海
の
学
習
を
し
た
。

　

６
年
生
は
相
模
湖
で
あ
る
。
昭
和

　

年
に
で
き
た
相
模
湖
は
、
上
水
道
、

２２工
業
用
水
、
灌
漑
用
水
、
発
電
に
利

用
す
る
多
目
的
ダ
ム
と
し
て
ま
だ
珍

し
か
っ
た
か
ら
、
多
く
の
学
校
で
遠

足
に
行
っ
た
。
そ
こ
で
新
宿
か
ら
自

然
科
学
電
車
と
い
う
遠
足
専
用
の
貸

切
電
車
が
走
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
利

用
し
た
。
出
発
午
前
６
時
、
帰
校
予

定
時
間
は
午
後
７
時
と
あ
る
。

　

二
小
に
限
ら
ず
、
一
小
で
も
、
ま

た
、
他
の
年
度
で
も
行
く
先
は
大
体

同
じ
だ
っ
た
。
こ
の
他
に
よ
く
出
て

く
る
の
は
多
摩
川
園
、
上
野
動
物
園
、

井
の
頭
公
園
、
村
山
貯
水
池
、
野
猿

峠
、
鎌
倉
、
高
尾
山
、
奥
多
摩
、
箱

根
な
ど
で
あ
り
、
山
歩
き
が
多
か
っ

た
と
い
う
の
は
卒
業
生
の
弁
で
あ
る
。

　
　

井　

上　
　

孝

（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

－その　１８２　－

し
て
お
り
ま
す
。
市
民
総
合
体
育
館

は
、
４
月
か
ら
指
定
管
理
に
移
行
い

た
し
ま
す
が
、
そ
れ
と
併
せ
て
空
調

設
備
や
暗
幕
改
修
、
外
壁
改
修
な
ど

条
件
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
国
体

会
場
の
準
備
活
動
と
し
て
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
審
判
員
の
養
成
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
審
議
会
の
会
議
回
数
の
増
も
予
算

化
い
た
し
ま
し
た
。

　

産
業
振
興
は
、
活
気
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
柱
で
す
。
定
額
給
付
金
の
支

給
に
併
せ
て
市
内
共
通
商
品
券
を
発

行
し
、
給
付
金
の
市
内
消
費
を
促
す

と
と
も
に
、
現
在
市
商
工
会
で
準
備

を
進
め
て
い
る
市
内
全
域
を
対
象
と

し
た
商
店
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
事
業
へ

助
成
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

読
書
を
推
進
す
る
た
め
児
童
図
書

推
薦
リ
ス
ト
の
作
成
を
行
い
、
そ
の

ほ
か
、
国
際
化
に
向
け
た
英
語
版
暮

ら
し
の
ガ
イ
ド
の
作
成
、
男
女
平
等

推
進
プ
ラ
ン
の
改
定
を
行
い
ま
す
。

�
狛
江
の
緑
と
歴
史
の
保
全
へ

　

残
さ
れ
た
狛
江
の
自
然
や
歴
史
遺

産
の
確
保
・
創
出
に
向
け
、
古
民
家

園
に
お
い
て
高
木
家
の
長
屋
門
復
元
、

荒
井
家
主
屋
の
茅
葺
屋
根
修
繕
を
行

い
、
一
層
の
市
民
活
用
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
東
野
川
樹
林
地
の
購
入

保
全
は
新
年
度
も
継
続
し
、　

年
度

２２

で
買
収
を
完
了
す
る
計
画
で
す
。
学

校
施
設
の
緑
化
に
つ
い
て
は
昨
年
か

ら
五
小
で
校
庭
の
芝
生
化
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
新
年
度
は
緑
の
カ
ー
テ

ン
事
業
の
試
行
実
施
に
入
り
ま
す
。

　

多
摩
川
の
自
然
と
そ
の
周
辺
の
住

環
境
を
守
る
た
め
に
、
河
川
敷
で
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
問
題
を
ど
う
す
る
か

「
市
民
討
議
会
」
を
市
民
団
体
か
ら

の
協
働
提
案
事
業
と
し
て
取
り
組
み

ま
す
。
こ
の
討
議
会
に
は
無
作
為
抽

出
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
市
民
に
参
加

を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

新
し
い
市
民
参
加
の
手
法
と
し
て
も

注
目
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

花
火
大
会
は
現
在
の
経
済
情
勢
に

か
ん
が
み
、
市
制
施
行　

周
年
を
迎

４０

え
る　

年
度
の
再
開
を
目
指
す
こ
と

２２

と
し
、
実
施
計
画
に
盛
ら
れ
て
い
た

　

年
度
の
財
源
は
緊
急
経
済
対
策
に

２１活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新

年
度
は
、
大
会
復
活
に
対
す
る
市
民

理
解
と
周
知
、
協
賛
へ
の
要
請
を
中

心
と
し
た
活
動
を
展
開
し
、
市
民
ぐ

る
み
の
花
火
大
会
と
し
て
開
催
で
き

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

�
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

向
け
て
一
層
の
行
財
政

基
盤
確
立
を

　

以
上
の
、
市
民
要
望
実
現
、
魅
力

あ
る
狛
江
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
に
、
引
き
続
き
行
財
政
基
盤
を
強

化
し
、
ま
た
新
た
な
基
本
構
想
・
基

本
計
画
、
第
４
次
行
財
政
改
革
大
綱

の
策
定
に
入
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
こ

こ
の
と
こ
ろ
で
報
告
書
を
い
た
だ
く

公
共
施
設
再
編
方
針
の
具
体
化
、　
２０

年
度
改
定
の
商
店
街
振
興
プ
ラ
ン
の

推
進
や
食
育
推
進
計
画
の
作
成
な
ど
、

計
画
的
な
市
政
運
営
に
留
意
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
市
民
の
た
め
に
が
ん
ば

る
市
役
所
」
を
目
指
し
て
、
職
員
の

意
識
改
革
と
能
力
開
発
、
迅
速
・
的

確
・
親
切
な
窓
口
対
応
に
向
け
、
引

き
続
き
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

以
上
、
新
年
度
予
算
案
と
新
年
度

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
主
な
点
を

申
し
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
数
年
間
、

「
三
位
一
体
の
改
革
」
に
対
応
す
る

た
め
の
「
行
財
政
基
盤
確
立
の
た
め

の
緊
急
行
動
計
画
」
の
遂
行
、
職
員

定
数
削
減
に
見
合
っ
た
体
制
を
つ
く

る
た
め
の
新
組
織
へ
の
移
行
と
、
大

き
な
試
練
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

こ
の
中
で
市
民
と
行
政
と
の
協
働
が

前
進
し
た
こ
と
は
、
大
き
な
成
果
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
地
域

や
学
校
に
お
け
る
安
心
・
安
全
の
た

め
の
市
民
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
ピ
ー

ク
だ
っ
た
６
年
前
と
比
べ
て
犯
罪
発

生
件
数
を　

％
減
少
さ
せ
る
こ
と
が

４６

で
き
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
予
算
の
中

で
「
音
楽
の
街
―
狛
江
」、「
絵
手
紙

発
祥
の
地
�
狛
江
」
の
２
つ
の
取
り

組
み
が
、
市
民
、
専
門
家
と
行
政
の

連
携
に
よ
っ
て
市
民
の
間
に
浸
透
・

定
着
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
環
境
、

平
和
、
ご
み
の
減
量
、
福
祉
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
な
ど
も
含
め
多
分
野
に
わ

た
る
狛
江
の
市
民
力
に
よ
っ
て
、
ま

ち
づ
く
り
が
前
進
し
て
き
た
こ
と
は

特
筆
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
こ
に

は
住
民
自
治
の
ま
ち
狛
江
を
築
く
着

実
な
歩
み
が
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

　

小
さ
な
街
の
良
さ
を
生
か
し
、
思

想
・
信
条
の
異
な
る
人
々
と
も
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
一
点
で
手
を
携

え
、
自
立
し
た
魅
力
あ
る
狛
江
を
築

く
た
め
に
、　

年
度
も
全
力
を
尽
く

２１

し
て
ま
い
り
ま
す
。
議
員
各
位
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
活
発
な
ご
議
論
を

通
し
て
政
策
の
発
展
と
円
滑
な
市
政

運
営
の
た
め
に
、
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
所
信
表
明
と

い
た
し
ま
す
。

今今
後後
、、
目
指
目
指
す
べ
き
方
向

す
べ
き
方
向

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
が
、
こ
れ
に

よ
っ
て
フ
リ
ー
プ
レ
イ
事
業
を
全
校

で
展
開
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

青
少
年
の
社
会
参
加
を
促
進
す
る

た
め
に
、　

年
度
は
小
学
生
環
境
サ

２０

ミ
ッ
ト
と
中
学
生
会
議
を
開
催
し
、

い
ず
れ
も
好
評
を
得
ま
し
た
が　

年
２１

度
は
再
び
子
ど
も
議
会
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。
青
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
場
を
広
げ
る
た
め
に
、
西
和
泉

グ
ラ
ン
ド
に
フ
ッ
ト
サ
ル
用
ゴ
ー
ル

ポ
ス
ト
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
市

長
会
の
助
成
を
活
用
し
て
、
子
ど
も

ス
ポ
ー
ツ
体
験
事
業
を
実
施
い
た
し

ま
す
。

�
高
齢
世
代
が
元
気
で
生
き
が

い
を
持
っ
て
過
ご
せ
る
街
へ

　

高
齢
者
の
孤
独
死
を
な
く
す
た
め

の
取
り
組
み
を
強
め
ま
す
。
す
で
に

昨
年　

月
か
ら
電
力
中
央
研
究
所
と

１０

の
共
同
研
究
と
し
て
「
独
居
高
齢
者

見
守
り
シ
ス
テ
ム
」
の
実
証
実
験
に

入
っ
て
い
ま
す
が
、
新
年
度
内
に
こ

の
結
果
を
ま
と
め
、
実
用
化
に
向
け

て
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。
安

否
確
認
を
兼
ね
る
高
齢
者
配
食
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
も
、
一
層
の
活
用
を

図
る
た
め
に
利
用
回
数
の
条
件
を
緩

和
し
ま
す
。
ま
た
「
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
は
じ
め
各
団
体
と
連
携
を

強
め
、
人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重

層
的
な
構
築
に
努
め
ま
す
。

　
「
こ
ま
バ
ス
」の
運
行
は
昨
年　

月
１１

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、
高
齢
者
は

じ
め
市
民
が
よ
り
利
用
し
や
す
い
も

の
と
な
る
よ
う
、
一
定
時
期
に
見
直

し
を
図
り
ま
す
。
空
き
ス
ペ
ー
ス
を

活
用
し
た
一
休
み
ポ
イ
ン
ト
を
さ
ら

に
増
設
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
な
い

３
階
以
上
に
居
住
す
る
高
齢
者
が
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
に
は
階

段
介
助
を
支
援
す
る
な
ど
、
街
に
出

や
す
い
環
境
整
備
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

健
康
面
か
ら
の
高
齢
世
代
支
援
策

と
し
て
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
に
対
し
新
た
に
助
成
制
度
を
設
け
、

「
う
ん
ど
う
教
室
」
を
西
河
原
公
園

に
続
き
、
狛
江
団
地
藤
塚
第
四
児
童

公
園
で
も
展
開
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計

画
に
お
い
て
は
、
税
制
改
正
に
伴
う

激
変
緩
和
措
置
の
終
了
を
踏
ま
え
、

第
４
段
階
に
お
け
る
軽
減
措
置
を
新

た
に
設
け
る
と
と
も
に
、
第
５
段
階

以
上
の
細
分
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
基
準
月
額
保
険
料
は
従
来
の
額

を
維
持
す
る
こ
と
と
し
、
市
内
に
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
増
設
の
検
討
を

次
期
計
画
に
盛
り
込
む
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

�
市
民
文
化
の
振
興
で
魅

力
あ
る
狛
江
づ
く
り
を

　

魅
力
あ
る
狛
江
を
築
こ
う
と
始
め

た
「
音
楽
の
街
―
狛
江
」
づ
く
り
は

３
年
目
に
、「
絵
手
紙
発
祥
の
地
�
狛

江
」
づ
く
り
は
２
年
目
に
入
り
ま
し

た
。
関
係
者
の
ご
尽
力
で
い
ず
れ
も

予
想
以
上
の
成
果
を
収
め
て
い
ま
す

が
、
新
年
度
も
「
音
楽
の
街
」
で
は
、

財
団
法
人
か
ら
の
助
成
を
活
用
し
た

「
こ
ま
え
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
学
校
へ
の

出
前
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
こ
れ
ま
で
実

施
し
て
き
た
事
業
の
定
着
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
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開
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ポ
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ー
事
業
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ど
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
狛
江
で
初
め
て
の
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、
新
年
度
内

に
設
立
委
員
会
の
立
ち
上
げ
を
目
指
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当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案がががががががががががががががががががががまままままままままままままままままままままとととととととととととととととととととととまままままままままままままままままままままりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた当初予算案がまとまりました

●だれもが安心して暮らせるまちを築くために
　年金問題、後期高齢者医療制度の導入など、高齢世代の生活と健康問題
は大きな不安を呼び起こし、障がい者も障害者自立支援法施行後、社会的
な自立が脅かされ、施設運営も困難が増している。さらにこの間、原油や
食材の値上げ等が市民生活を直撃している。実態を十分把握しながら必要
な支援策に留意するものとする。
　また、高齢者の見守りネットワーク構築に努める。
　この数年、市民との協働で実績を挙げてきた防犯、防災等の分野で、そ
れぞれの役割分担を踏まえながら、さらに継続的な努力を重ねる。
　市民利用施設の耐震化を着実に推進する。
　駐輪場の増設など放置自転車対策を強め、駅周辺の安全を確保する。
●子どもたちを安心して産み育てられるまちとするために
　若い世代にとって魅力あるまちとなり、定住を促す施策は、少子化が進
む狛江市にとって将来に向けた戦略的な課題であり、また、次代を担う子
どもたちの健やかな成長は、地方自治体の社会的な責務である。こうした
見地から、引き続き「子育て一番のまち」づくりを進める。
　妊婦健診の助成拡充、保育園の待機児解消、中学校給食の着実な前進は、
新年度の重要課題として位置付けるとともに、市政参加やスポーツの場の
確保など青少年の社会参加を推進していく。
●高齢世代が元気で生きがいを持って過ごせるまちへ
　団塊の世代の退職が始まり、その力をまちづくりに生かしてもらうため
の条件づくりが急がれている。高齢者が元気に生活し、まちに積極的に出
て社会参加ができるよう、歩道整備、段差解消など安全な道路づくりや健
康事業の拡充などきめ細かな取り組みを促進するものとする。
●市民文化の振興で魅力ある狛江づくりを
　小さなまちの良さを生かし、魅力ある狛江を築くために、市民の文化活
動を支援するとともに、これまで推進してきた「音楽の街－狛江」「絵手紙
発祥の地－狛江」の事業を市民との協働でさらに発展させる。これらを軸
にしながら、文化振興の対象を広げ、公共財産を活用しながら、多彩なジ
ャンルでの市民活動を支援する。こうしたまちおこしと商工農業を融合さ
せながら、産業の活性化につなげていく。
●狛江の緑と歴史の保全へ
　愛着のある郷土づくりに向け、残された狛江の自然や歴史遺産の確保・
創出の努力を強めるとともに、地球温暖化防止の取り組みを一層推進し、
緑の保全やごみの減量・リサイクルに努める。また、市民参加による狛江
らしい花火大会の復活を目指していくものとする。
●市民サービス向上に向けて一層の行財政基盤確立を
　上記の、市民要望実現、魅力ある狛江づくりを進めていくために、次期
行財政改革大綱を策定し、行政水準の向上、安定的な財政運営に全力を尽
くさなければならない。加えて、これまでの到達点に立ち、さらにどのよ
うなまちにするのか、市民とともに新たな基本構想、基本計画を策定し、
狛江の将来像を明らかにする。
　「市民のためにがんばる市役所」を目指して、職員の意識改革と能力開発、
迅速・的確・親切な窓口対応に向け、全力を尽くす。

（単位：千円）■平成２１年度各会計予算の状況

比較増減
平成２０年度平成２１年度

年　度

区　分 率額

２．８％５９３，０００２１，４８４，０００２２，０７７，０００一 般 会 計
△３．２％△５１０，７９３１５，８９１，３０３１５，３８０，５１０特 別 会 計
１．３％１０４，９１０８，０１１，７０８８，１１６，６１８国民健康保険

△９６．９％△６６４，３００６８５，８００２１，５００老人保健医療
０．８％９，９０９１，２９９，０８０１，３０８，９８９後期高齢者医療
６．０％２１４，９０８３，６１０，８８４３，８２５，７９２介 護 保 険
△７．７％△１６１，１４１２，０８６，４８３１，９２５，３４２公 共 下 水 道
△１．１％△７７９６８，０４８６７，２６９駐 車 場 事 業
△１１．１％△１４，３００１２９，３００１１５，０００受託水道事業
０．２％８２，２０７３７，３７５，３０３３７，４５７，５１０合　　　計

歳入合計
220億7,700万円

100％

市税
118億2,405万2千円

53.6％

市税
118億2,405万2千円

53.6％

一般財源
140億2,465万2千円

63.6％

一般財源
140億2,465万2千円

63.6％

特定財源
80億5,234万8千円

36.4％

特定財源
80億5,234万8千円

36.4％

譲与税・交付金
13億2,560万円

6.0％

譲与税・交付金
13億2,560万円

6.0％

地方交付税
8億7,500万円

4.0％

地方交付税
8億7,500万円

4.0％

都支出金
27億8,096万2千円

12.6％

都支出金
27億8,096万2千円

12.6％

市債
17億8,030万円
8.1％

市債
17億8,030万円
8.1％

使用料および手数料
4億9,839万3千円
2.2％

使用料および手数料
4億9,839万3千円
2.2％

その他
10億2,445万8千円

4.6％

その他
10億2,445万8千円

4.6％

国庫支出金
19億6,823万5千円
8.9％

国庫支出金
19億6,823万5千円
8.9％

歳出合計
220億7,700万円

100％

民生費
84億4,061万4千円

38.2％

民生費
84億4,061万4千円

38.2％

公債費
25億8,568万7千円

11.7％

公債費
25億8,568万7千円

11.7％

教育費
27億2,101万1千円

12.3％

教育費
27億2,101万1千円

12.3％

総務費
26億8,161万9千円

12.2％

総務費
26億8,161万9千円

12.2％

衛生費
22億2,829万5千円

10.1％

衛生費
22億2,829万5千円

10.1％

土木費
18億7,566万6千円

8.5％

土木費
18億7,566万6千円

8.5％

消防費
11億1,447万9千円

5.1％

消防費
11億1,447万9千円

5.1％

その他
4億2,962万9千円

1.9％

その他
4億2,962万9千円

1.9％

普通建設事業費
14億2,494万8千円

6.5％

普通建設事業費
14億2,494万8千円

6.5％

その他
1億6,229万7千円

0.7％

その他
1億6,229万7千円

0.7％

歳出合計
220億7,700万円

100％

義務的経費
116億3,820万3千円

52.7％

義務的経費
116億3,820万3千円

52.7％

投資的経費
14億2,494万8千円

6.5％

投資的経費
14億2,494万8千円

6.5％

その他経費
90億1,384万9千円

40.8％

その他経費
90億1,384万9千円

40.8％

人件費
52億4,311万3千円

23.7％

人件費
52億4,311万3千円

23.7％

扶助費
38億940万3千円

17.3％

扶助費
38億940万3千円

17.3％

公債費
25億8,568万7千円

11.7％

公債費
25億8,568万7千円

11.7％

物件費
35億875万円

15.9％

物件費
35億875万円

15.9％

補助費等
30億2,272万3千円

13.7％

補助費等
30億2,272万3千円

13.7％

繰出金
23億2,007万9千円

10.5％

繰出金
23億2,007万9千円

10.5％
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政策室拡充基本構想・基本計画策定関係費

１２，０１９２１年度　まちづくりの基礎となる長期的な基本構想を、今後の社会情勢の
変化を予測しながら市民からの意見を交えて策定する。基本構想の
施策大綱に準ずる基本計画を策定し、各施策の計画的な実現を図る。

５，１５３２０年度
６，８６６増減額

指導室拡充ティーチングアシスタント

２，８０８２１年度　特色ある教育活動や学力向上のための指導の充実を図るため、教
職を志望している大学生および大学院生をティーチングアシスタ
ントとして学校に配置し、教育活動を支援する。また、理科教育の
充実を図るため国の補助を活用して、理科支援員を配置する。

１，６９８２０年度

１，１１０増減額

指導室拡充教育研究推進

７，２０７２１年度　教育課題に対する実践研究や小・中学校の連携を図ることによ
り、学校教育の質的向上を図る。２１年度は、各学校において特色あ
る学校づくりを推進する。

５，２６３２０年度

１，９４４増減額

地域活性課拡充音楽の街－狛江推進関係費

４，１０８２１年度　「音楽の街」をキーワードに、市民とともに文化・芸術活動の醸
成を図る。２１年度は東京都市長会の助成制度「多摩・島しょ子ども
体験塾市町村助成金」を活用し、子どもの音楽体験を推進する。

２，４７８２０年度

１，６３０増減額

地域活性課拡充絵手紙発祥の地推進関係費

７５３２１年度　絵手紙の発祥の地として、関係機関や地域と連携して絵手紙に親
しむ機会を設ける。２１年度は狛江駅北口周辺の横断幕等を新デザイ
ンにし、市民文化の醸成に努める。

１８０２０年度
５７３増減額

狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアクククククククククククククククククククククシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシショョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンプププププププププププププププププププププララララララララララララララララララララランンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン狛江市アクションプラン
「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」ののののののののののののののののののののの具具具具具具具具具具具具具具具具具具具具具体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化「実施計画」の具体化
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（単位：千円）第１章　美しい都市景観を目指した基盤づくり

（単位：千円）第２章　安全で快適な都市を目指した生活環境づくり

（単位：千円）第３章　健康でいたわりのある福祉のまちづくり

（単位：千円）第４章　ふれあいのある都市を目指した文化の地域づくり

（単位：千円）第５章　活気あふれる都市を目指した産業の振興

（単位：千円）実施計画事業以外の主な事業

政策室拡充男女平等施策推進

５，５０５２１年度
　男女共同参画社会実現のため、「こまえ男女平等推進プラン」を
改定し、男女共同参画推進計画を策定する。 ３５４２０年度

５，１５１増減額

地域活性課見直しコミュニティ活動活性化助成

２，７２８２１年度　町会・自治会等の育成およびコミュニティ活動の活性化を図る。
２１年度からはコミュニティ規模に応じて助成限度額を設け、事業費
に対して助成する制度に改める。

８５０２０年度

１，８７８増減額

健康支援課新規食育推進事業

６２３２１年度　食の在り方について考え、食に関する知識の普及啓発のため、講
習会や料理教室を開催する。また、食育の計画的な推進を図るため、
食育推進計画を策定する。

０２０年度

６２３増減額
福祉サービス
支援室

新規小規模作業所等新体系移行支援事業

２２，０６５２１年度　障がい者の通所施設が、障がい者自立支援法に基づく法定施設に
スムーズに移行できるよう、運営費の一部を助成し、利用者の福祉
の向上を図る。

０２０年度

２２，０６５増減額

介護支援課拡充高齢者配食サービス

１８，８０７２１年度　食事作りが困難な在宅高齢者に対して、健康的で安らぎのある在
宅生活を営むことができるように援助するため、定期的に高齢者の
特性に応じた食事を配達し、併せて安否確認を行う。２１年度からは
利用者の要件を緩和し、さらなる利用拡大を図る。

２０，４４３２０年度

△１，６３６増減額
児　　童
青少年課

拡充保育所等児童運営費

５３３，３８３２１年度　市立外保育園等へ運営費として補助金等を支出する。認可外保育
室および家庭福祉員を利用する保護者の負担軽減として保育料に
対して助成する。２１年３月に新たな認証保育所を開所し、待機児の
解消に努める。

５３０，７６８２０年度

２，６１５増減額
子育て
支援課

拡充義務教育就学児医療費助成

３４，３９１２１年度　義務教育就学期にある児童に係る医療費の一部を助成する。２１年
１０月からは、保険診療の自己負担を入院・調剤は無料、通院は１回
２００円とする。

２８，６０５２０年度

５，７８６増減額
児　　童
青少年課

拡充放課後クラブ

２０，８０２２１年度　待機児童の受け皿として、小学校校舎内での放課後児童健全育成
事業を実施する。２１年度から時間延長を行い、利用者の利便性向上
を図る。

１８，０２５２０年度

２，７７７増減額
児　　童
青少年課

拡充児童館指定管理業務費

１１１，８２１２１年度　児童センター・児童館の管理運営と小学生クラブ事業やファミリ
ー・サポート・センター事業などを併せて行うことで、柔軟で多様
なサービスを提供する。２１年度から岩戸小学生クラブの定員枠拡大
を図るとともに、時間延長を行い利用者の利便性向上を図る。

１００，０３４２０年度

１１，７８７増減額
子育て
支援課

新規要支援児童支援ネットワークマップ作成（市民協働事業）

４０９２１年度　支援が必要な子どもに対して適切なサポートを行えるよう、必要
な支援が受けられる場所等を紹介したネットワークマップを、サポ
ート狛江と市民協働で作成する。

０２０年度

４０９増減額

都市整備課新規住宅改修資金助成

４，０００２１年度
　居住環境の向上を図るとともに、市内業者の振興を目的として住
宅改修費に対する補助制度を創設する。 ０２０年度

４，０００増減額

地域活性課拡充小口事業資金融資あっ旋等関係費

１０，４９９２１年度　従来の小口事業資金融資あっ旋に加え、１月から新たに緊急経済
対策事業特別支援資金融資あっ旋制度を創設した。世界的な経済金
融危機等により事業活動に影響を受けている市内小規模企業者の
経営の安定化を図る。

５，５７２２０年度

４，９２７増減額

安心安全課拡充生活安全対策関係費

４，８６７２１年度　生活安全対策協議会を中心に、地域で犯罪防止への取り組みを実
施するとともに防犯診断事業の充実を図る。また、犯罪抑止のため
の地域安心安全情報共有システムの安定的運営を図る。

４，３０６２０年度

５６１増減額

安心安全課新規避難所運営協議会運営補助

９０２１年度　災害時における避難所運営の在り方を検討・協議する避難所運営
協議会を避難所単位で設立し、自主防災活動に対する補助を行う。
２１年度は、３カ所の避難所で設立する。

０２０年度

９０増減額

安心安全課新規家具転倒防止器具助成

１４，５２４２１年度
　地震の際の家具の転倒による被害を抑止するため、家具転倒防止
器具の支給および取り付けを行う。 ０２０年度

１４，５２４増減額

都市整備課拡充住宅耐震診断等助成

３，５００２１年度　住宅の耐震化率向上を図るため、木造住宅および分譲マンション
の耐震診断助成を行う。加えて２１年度から１件３０万円を限度に木造
住宅耐震改修に対する助成を実施する。

２，０００２０年度

１，５００増減額

環境管理課新規どうする多摩川河川敷（市民協働事業）

５３６２１年度
　青年会議所との協働事業として、多摩川の諸問題の解決に向けて
市民討議を行い、報告書を作成する。 ０２０年度

５３６増減額

都市整備課拡充コミュニティバス関係費

２３，５３７２１年度　２０年度から運行を開始した「こまバス」の利用者増を図り、市民
の交通利便性を向上させるとともに、運行内容の検証を行い、より
良いバス運行を目指す。

１４，４１１２０年度

９，１２６増減額

環境管理課拡充自転車整理関係費

２５，７６０２１年度　駅周辺の路上放置自転車を減らし、歩行者の安全の確保と街並み
の景観の向上を図る。２１年度は、放置自転車の撤去回数を増やすと
ともに（通称）三角地に平置き駐輪施設を設置する。

２２，８３０２０年度

２，９３０増減額

政策室拡充国際化推進

１，３７７２１年度
　市内に居住している外国人の利便性を高めるため、２１年度は英語
版の生活ガイドブックを作成する。 ５１７２０年度

８６０増減額

政策室新規第４次行財政改革関係費

２０８２１年度
　行財政改革のさらなる推進を図るため、第４次行財政改革大綱を
策定する。 ０２０年度

２０８増減額

生活支援課新規生活安定応援事業

７，０１５２１年度
　一定の所得以下の方の生活安定に向けた対策として、生活相談に
応じるとともに、就労支援を行う。

０２０年度

７，０１５増減額

健康支援課拡充母子保健事業関係費

７６，９７８２１年度　妊婦の健康管理の充実および経済的負担の軽減を図るため、妊婦
健診に対する助成を５回から１４回に拡充する。また、都外の病院や
助産院での健診受診も助成の対象とする。

４７，９１８２０年度

２９，０６０増減額

健康支援課拡充定期予防接種

６８，６７８２１年度　感染症の流行および発症の予防のため、各種予防接種を行う。２１
年度から高齢者を対象とした肺炎球菌ワクチンの接種への助成を
開始する。

８３，７５１２０年度
△１５，０７３増減額
子育て
支援課

拡充私立幼稚園協会等補助

１９，９３５２１年度　私立幼稚園協会等が行う事業に対し、補助金を交付することによ
り幼児教育の振興と充実を図る。２１年度から狛江こだま幼稚園の施
設整備に伴う資金融資に係る利子に対して補助する。

８，２００２０年度
１１，７３５増減額
子育て
支援課

拡充私立幼稚園等園児保護者負担軽減

６７，４０２２１年度　私立幼稚園等に在籍する幼児の保護者に対し、補助金を交付する
ことにより保護者の負担軽減を図る。２１年度から第２子以降の優遇
措置の対象を拡大する。

６２，０８６２０年度

５，３１６増減額
子育て
支援課

拡充幼稚園就園奨励費

５１，３５１２１年度　私立幼稚園等に在籍する幼児の保護者に対し、補助金を交付する
ことにより保護者の負担軽減を図る。２１年度から補助単価を引き上
げる。

４５，４２５２０年度
５，９２６増減額
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〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２（
３
６
１
）１
０
１
１

 　

国
内
に
居
住
し
て
い
る　

歳
以
上

２０

　

歳
未
満
の
方
は
、
厚
生
年
金
保
険

６０や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
場
合

を
除
き
、
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

会
社
な
ど
を
退
職
し
、
厚
生
年
金

保
険
や
共
済
組
合
に
加
入
し
な
く
な

っ
た
方
は
、
健
康
支
援
課
保
険
年
金

係
で
加
入
の
届
け
出
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

た
だ
し
、
同
日
を
も
っ
て
再
就
職

し
、
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
に

加
入
す
る
方
は
除
き
ま
す
。

　

な
お
、
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組

合
に
加
入
し
て
い
る
方
の
被
扶
養
配

偶
者
と
な
る
場
合
は
、
国
民
年
金
第

３
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
の
で
、

配
偶
者
の
勤
務
先
を
通
じ
て
社
会
保

険
事
務
所
に
加
入
の
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２（
３
６
１
）１
０
１
１

 　

国
民
年
金
に
は
、
月
々
の
定
額
保

険
料
に
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を

加
え
て
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
老

齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し
て
給
付
を

受
け
ら
れ
る
付
加
年
金
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　

付
加
年
金
の
受
給
額
は
、
２
０
０

円
に
付
加
保
険
料
納
付
月
数
を
か
け

て
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、　

カ
月
付
加
保
険
料
を

１０

納
付
す
る
と
、
年
額
２
�
０
０
０
円

（
２
０
０
円
×　

カ
月
）
が
付
加
年

１０

金
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

会
社
な
ど
を
退
職
し
た
と
き

に
は
国
民
年
金
の
加
入
手
続

き
を
お
忘
れ
な
く

付
加
年
金
を
ご
存
じ
で
す
か

　

な
お
、
付
加
保
険
料
は
国
民
年
金

第
１
号
被
保
険
者
（
保
険
料
の
免
除

を
受
け
て
い
る
方
お
よ
び
国
民
年
金

基
金
加
入
者
の
方
を
除
く
）
の
み
申

し
込
み
が
で
き
ま
す
。

　

付
加
保
険
料
は
、
申
し
込
み
を
さ

れ
た
月
分
か
ら
の
納
付
と
な
り
ま
す

の
で
、
希
望
す
る
方
は
早
め
に
健
康

支
援
課
保
険
年
金
係
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２（
３
６
１
）１
０
１
１

 　

社
会
保
険
庁
で
は
、
皆
さ
ん
の
年

金
加
入
記
録
を
基
に
受
給
資
格
の
確

認
を
行
い
、　

歳
で
受
給
権
が
発
生

６０

す
る
方
（
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資

格
を
満
た
し
、
厚
生
年
金
保
険
の
加

入
期
間
が　

カ
月
以
上
あ
る
方
）
に

１２

は　

歳
に
達
す
る
３
カ
月
前
に
、　

６０

６５

歳
で
受
給
権
が
発
生
す
る
方
お
よ
び

　

歳
か
ら　

歳
の
方
で
す
で
に
受
給

６０

６４

権
が
発
生
し
て
い
る
が
未
請
求
で
あ

る
方
に
は　

歳
に
達
す
る
３
カ
月
前

６５

に
、
裁
定
請
求
書
を
お
送
り
し
て
い

ま
す
。

　

年
金
の
請
求
は
、
誕
生
日
の
前
日

か
ら
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

裁
定
請
求
書
と
同
時
に
送
付
さ
れ
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
年
金
の
手
続
き
を

さ
れ
る
皆
様
へ
」
に
記
載
さ
れ
て
い

る
必
要
書
類
を
用
意
の
上
、
早
め
に

年
金
の
請
求
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

裁
定
請
求
書
の
事
前
送
付
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
保
険
事
務

所
ま
た
は
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

�
０
５
７
０
（　

）
１
１
６
５
、
Ｉ

０５

Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
�
（
６
７

０
０
）
１
１
６
５
へ
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２（
３
６
１
）１
０
１
１

裁
定
請
求
書
の
事
前
送
付
を

行
っ
て
い
ま
す

 
▽
夜
間
納
税
窓
口　
〔
日
時
〕　

日
�

２６

午
後
８
時
ま
で

▽
日
曜
納
税
窓
口　
〔
日
時
〕　

日
�

２９

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

〔
会
場
〕
納
税
課

※
納
付
は
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
納
税
課

 　

市
・
市
民
・
警
察
署
等
関
係
行
政

機
関
が
一
体
と
な
っ
て
、
市
民
が
安

心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成　

年
２

１７

月
に
狛
江
市
生
活
安
全
対
策
協
議
会

を
設
置
し
、
子
ど
も
の
見
守
り
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
防
犯
対
策
や
事
故
防
止

対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、
さ
ら
な
る
犯
罪
や

事
故
等
の
撲
滅
に
向
け
、
市
民
の
視

点
か
ら
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
安

心
安
全
な
狛
江
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

〔
対
象
〕　

歳
以
上
の
市
内
在
住
・

２０

在
学
・
在
勤
者

〔
募
集
人
員
〕
３
人
以
内

〔
任
期
〕
平
成　

年
３
月　

日
ま
で

２３

３１

〔
会
議
〕
２
カ
月
に
１
回
程
度
（
平

日
午
後
３
時
か
ら
２
時
間
程
度
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
３
月

　

日
�
ま
で
に
、
住
所
・
氏
名
・
年

３０齢
・
性
別
・
職
業
・
電
話
番
号
お
よ

び
作
文「
応
募
の
動
機
」（
様
式
自
由
）

を
８
０
０
字
以
内
に
ま
と
め
、
安
心

安
全
課
へ
。

３
月
の
夜
間
・
日
曜
納
税
窓

口
〜
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
〜

狛
江
市
生
活
安
全
対
策
協
議

会
委
員
募
集

 　

市
に
関
わ
る
都
市
計
画
に
つ
い
て

審
議
し
ま
す
。

〔
対
象
〕　

歳
以
上
の
市
内
在
住
者

１８

で
、
平
日
昼
間
の
会
議
に
出
席
で
き

る
方

〔
募
集
人
員
〕
２
人

〔
任
期
〕
２
年

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
４
月

　

日
�
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
住

１４所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
・

電
話
番
号
を
記
載
し
た
書
面
、
お
よ

び
論
文
「
狛
江
市
に
お
け
る
都
市
計

画
上
の
課
題
に
つ
い
て
」（
様
式
自

由
）
を
８
０
０
字
以
内
に
ま
と
め
、

持
参
ま
た
は
郵
送
で
都
市
整
備
課
企

画
計
画
係
へ
。

 　

東
京
社
会
保
険
事
務
局
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://w
w
w
.sia.go.jp/

̃tokyo/

）
で
は
、
都
内
の
社
会
保

険
事
務
所
お
よ
び
年
金
相
談
セ
ン
タ

ー
の
年
金
相
談
窓
口
混
雑
状
況
や
休

日
開
庁
・
夜
間
延
長
に
よ
る
年
金
相

談
の
実
施
日
、
予
約
相
談
等
を
案
内

し
て
い
ま
す
。

　

年
金
相
談
は
、
全
国
い
ず
れ
の
社

会
保
険
事
務
所
・
年
金
相
談
セ
ン
タ

ー
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
混
雑

状
況
等
を
確
認
の
上
、
比
較
的
混
雑

し
て
い
な
い
時
間
帯
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
休
日
開
庁
・
夜
間
延
長
に

よ
る
年
金
相
談
、
予
約
に
よ
る
年
金

相
談
に
つ
い
て
も
併
せ
て
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

狛
江
市
都
市
計
画
審
議
会
委

員
募
集

年
金
相
談
窓
口
の
混
雑
状
況

が
確
認
で
き
ま
す

以　下　は　広　告　枠　で　す

狛
江
市
役
所

狛
江
通
り

いち
ょう
通り

スロ
ープ

市民センター
　中央公民館
　中央図書館

屋外駐車場

市民ひろば

修
繕
場
所

駐車場出入口
（高さ制限2.4m）
駐車場出入口
（高さ制限2.4m）

　

市
役
所
東
門
の
修
繕
の
た
め
、

駐
車
場
を
ご
利
用
の
方
は
、
狛
江

通
り
側
の
駐
車
場
出
入
口
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

〔
日
程
〕
３
月　

日
�
〜　

日
�

１９

２２

（　

日
�
を
除
く
）

２０
〔
場
所
〕
市
役
所
東
側
の
門
（
駐

車
場
出
入
口
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
総
務
課
庶
務
統

計
係

 
�
公
共
施
設
再
編
方
針
策
定
委
員
会

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
後
７
時
か

１７

ら〔
会
場
〕
５
０
２
・
５
０
３
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
政
策
室
企
画
法
制

担
当

�
狛
江
市
総
合
基
本
計
画
審
議
会

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
後
７
時
か

３０

ら〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
政
策
室
企
画
法
制

担
当

�
狛
江
市
防
災
会
議

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
後
３
時
か

２７

ら〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
安
心
安
全
課

�
「
音
楽
の
街
�
狛
江
」
構
想
推
進

委
員
会

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
後
７
時
か

２４

ら〔
会
場
〕
３
０
１
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
地
域
活
性
課
市
民

文
化
係

�
狛
江
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

運
営
協
議
会

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
後
７
時　

２５

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
介
護
支
援
課
高
齢

者
支
援
係

�
第　

回
狛
江
市
総
合
型
地
域
ス
ポ

１１

ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会
議

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
後
７
時
か

２３

ら〔
会
場
〕
中
央
公
民
館

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
課
�
（
３
４

３
０
）
１
１
４
１

�
狛
江
市
選
挙
管
理
委
員
会

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
前　

時
か

１９

１０

ら〔
会
場
〕
３
階
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局

〔
問
い
合
わ
せ
〕
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�

�
�
�
�
�
�
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�
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■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

〔
日
時
〕
４
月
６
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
９
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１９母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証
・

現
在
使
っ
て
い
る
幼
児
の
歯
ブ
ラ
シ

※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
健
康

推
進
係
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

■
３
歳
児
健
康
診
査

〔
日
時
〕
４
月
９
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
３
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１８母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
目
と
耳

の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
尿
・
保
険
証
※
対

象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
健
康

推
進
係
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

 
■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

〔
日
時
〕
４
月
７
日
�
受
付
時
間
は

午
前　

時
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ

１０

１０

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
生
後

３
〜
６
カ
月
未
満
（　

月
５
日
〜
１

１０

月
６
日
生
ま
れ
）
の
乳
児
※
通
知
対

象
者
は
平
成　

年　

月
生
ま
れ
の
乳

２０

１２

児
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・
予

診
票

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
健
康

推
進
係
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

 
■
会
食
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

（
４
月
か
ら
）

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
の
交

流
を
図
る
た
め
、
月
１
回
の
会
食
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

〔
時
間
〕
正
午
〜
午
後
１
時
〔
対
象
〕

　

歳
以
上
の
高

６５齢
者
で
自
力
ま

た
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
協
力
を

得
る
こ
と
に
よ

り
会
食
会
に
参

加
で
き
る
方

〔
参
加
費
〕
１

回
５
０
０
円
※

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

協
力
員
の
方
も

併
せ
て
募
集
し

て
い
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
３
月

　

日
�
ま
で
に
介
護
支
援
課
高
齢
者

２６支
援
係
へ
。

■
食
生
活
支
援
事
業

〔
日
時
〕
第
２
・
４
土
曜
日
午
前　
１０

以　下　は　広　告　枠　で　す

�
和
泉
児
童
館　
　
　
　
　
　
　

　
　

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

■
お
母
さ
ん
の
折
り
紙
タ
イ
ム

「
春
の
花
〜
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
〜
」

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
前　

時

２３

１０

　

分
〜　

時　

分
〔
対
象
〕
乳
幼

３０

１１

３０

児
の
保
護
者
〔
定
員
〕
先
着　

人
１０

〔
申
し
込
み
〕　

日
�
か
ら

１６

■
ス
タ
ッ
フ
タ
イ
ム
「
ス
ー
パ
ー

ボ
ー
ル
づ
く
り
」　

〔
日
時
〕３
月

　

日
�
午
後
２
時
〜
４
時〔
対
象
〕

２３小
学
生
（
幼
児
保
護
者
同
伴
可
）

■
サ
ッ
カ
ー
大
会　
〔
日
時
〕３
月

　

日
�
午
後
２
時
〜
４
時〔
対
象
〕

２５小
学
生

■
お
や
つ
づ
く
り「
イ
チ
ゴ
大
福
」

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
後
１
時

２６

〜
３
時
〔
対
象
〕
小
学
生
〔
定
員
〕

　

人
〔
参
加
費
〕
１
０
０
円
〔
申

１５し
込
み
〕　

日
�
午
前　

時
か
ら

１６

１０

窓
口
へ
。

�
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

　
　

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

■
ロ
ッ
キ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　
〔
日

時
〕
３
月　

日
�
午
後
１
時　

分

２８

３０

〜
４
時
〔
対
象
〕
乳
幼
児
（
保
護

者
同
伴
）〔
内
容
〕
た
く
さ
ん
の
店

が
立
ち
並
ぶ
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
で
す
。
今
回

は
コ
マ
レ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
、
音

魂
ラ
イ
ブ
（
中
学
・
高
校
生
の
音

楽
活
動
）
も
行
い
ま
す
。

�
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
　

�
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

■
よ
ち
よ
ち
ク
ラ
ブ
（
１
〜
２

歳
）・
と
っ
と
こ
ク
ラ
ブ
（
２
歳
以

上
）　

〔
日
程
〕隔
週
月
曜
日
▽
よ

ち
よ
ち
ク
ラ
ブ
４
月　

日
�
か
ら

１３

▽
と
っ
と
こ
ク
ラ
ブ
４
月　

日
�

２０

か
ら
〔
時
間
〕
午
前　

時　

分
〜

１０

３０

　

時　

分
〔
内
容
〕
広
い
体
育
館

１１

３０

で
、
体
を
使
っ
て
親
子
で
遊
び
ま

す
〔
申
し
込
み
〕
３
月　

日
�
か

２５

ら�
多
摩
川
保
育
園　
　
　
　
　
　

　

�
０
４
２（
４
８
３
）４
６
６
７

■
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕３
月　

日
２３

�
午
前　

時
〜　

時（
雨
天
中
止
）

１０

１１

〔
内
容
〕
移
動
動
物
園
・
園
庭
開

放
・
子
育
て
に
関
す
る
相
談

　

４
月
１
日
�
か
ら
エ
コ
ル
マ
ホ

ー
ル
の
施
設
利
用
申
請
、
チ
ケ
ッ

ト
の
予
約
・
販
売
等
を
、
午
後
７

時
ま
で
延
長
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
ホ
ー
ル
利
用
等
に
お

け
る
事
前
打
ち
合
わ
せ
に
つ
い
て

は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
市
文
化
振

興
事
業
団
�
（
３
４
３
０
）
４
１

０
６

�

�
�

���
�
�
�
�
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

○
ひ
ま
わ
り

�
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

 

h
ttp://w

w
w
.h
im
a

w
ari.m

etro.tokyo.jp/

○
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

�
＃
７
１
１
９

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

HP

〔
診
療
日
〕　

日
・　

日
・　

１５

２０

２２

日
・　

日
２９

〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

〔
診
療
日
〕
月
〜
金
曜
日
（
当
院

の
休
診
日
は
除
く
）

〔
受
付
時
間
〕午
後
７
時
〜
９
時

　

分
３０〔

対
象
〕　

歳
以
下
の
急
病
の
お

１５

子
さ
ん

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
受
診

○
慈
恵
第
三
病
院
内
「
狛
江
・
調

布
小
児
初
期
救
急
平
日
準
夜
間

診
察
室
」

　
　

�
（
３
４
８
８
）
２
０
６
１

時
〜
午
後
２
時
〔
会
場
〕
む
べ
の
会

（
都
営
団
地
内
）〔
対
象
〕
市
内
在
住

の　

歳
以
上
の
方
（
介
護
保
険
認
定

６５
者
の
方
を
除
く
）〔
募
集
人
員
〕
若
干

名
〔
内
容
〕
栄
養
士
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
な
が
ら
、
料
理
の
メ
ニ
ュ

ー
を
考
え
、
食
生
活
を
見
直
し
て
い

き
ま
す
〔
参
加
費
〕
１
回
５
０
０
円

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
３
月

　

日
�
ま
で
に
介
護
支
援
課
高
齢
者

２６支
援
係
へ
。

■
育
児
学
級

　

生
後
５
・
６
カ
月
児
の
保
育
と
離

乳
食
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
す
。

　

受
講
中
は
民
生
・
児
童
委
員
の
協

力
に
よ
り
乳
児
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
４
月
２
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
（
３
時　

分

２０

３０

終
了
予
定
）〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
〔
対
象
〕
第
一
子
目
の
保
護

者
〔
定
員
〕
先
着　

人
〔
持
ち
物
〕

２５

母
子
健
康
手
帳
・
筆
記
用
具

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

支
援
課
健
康
推
進
係
�（
３
４
８
８
）

１
１
８
１
へ
。

■
マ
マ
・
パ
パ
学
級

　

現
在
第
１
子
妊
娠
中
の
お
母
さ

ん
・
お
父
さ
ん
の
た
め
の
講
座
で
す
。

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー〔
内

容
〕
▽
１
回
目　

妊
娠
中
の
生
活
・

家
族
計
画
、
妊
婦
体
操
（
実
習
）
▽

２
回
目　

先
輩
マ
マ
の
話
、
妊
娠
中

の
食
事
・
食
事
バ
ラ
ン
ス
チ
ェ
ッ
ク
、

赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
パ
パ
の
た
め
の
サ

ー
ビ
ス
▽
３
回
目　

赤
ち
ゃ
ん
の
沐

浴
・
お
む
つ
交
換
（
実
習
）、
パ
パ
の

た
め
の
妊
婦
体
験
、
育
児
の
話
と
ほ

の
ぼ
の
ふ
れ
あ
い
な
ど

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

支
援
課
健
康
推
進
係
�（
３
４
８
８
）

１
１
８
１
へ
。

������������������������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
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■会食会日程（４月から）
募集人員曜　日会　　場
若干名第１火曜日

あいとぴあセンター
１０人程度第２金曜日
１０人程度第２金曜日南部地域センター

※申し込みは一人につき１会場まで。
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■
住
居
番
号
の
重
複
で
お
困
り
の
方

へ
　

隣
の
家
と
同
じ
住
居
表
示
番
号
の

た
め
、
配
布
物
等
の
誤
配
な
ど
で
お

困
り
の
方
は
、
４
月
１
日
か
ら
申
し

出
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
居
番
号
に

補
助
番
号
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
補
助
番
号
は
、
戸
建
て
住
宅

が
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
集
合
住
宅

（
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
）
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
変
更
後
は
住
所
が
変
わ
り

ま
す
。
登
記
、
運
転
免
許
証
、
金
融

機
関
、
公
共
料
金
等
の
住
所
変
更
手

続
き
は
申
出
者
が
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

変
更
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、「
住
居

番
号
変
更
申
出
書
」
を
市
民
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
課

■
平
成　

年
度
か
ら
労
働
保
険
年
度

２１

更
新
の
時
期
が
変
わ
り
ま
す

　

例
年
、
労
働
保
険
の
年
度
更
新
手

続
き
は
４
月
１
日
か
ら
法
定
期
限
の

５
月　

日
ま
で
の
間
に
実
施
し
て
い

２０

ま
し
た
が
、
平
成　

年
度
か
ら
は
６

２１

月
１
日
か
ら
法
定
期
限
の
７
月　

日
１０

ま
で
に
変
更
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
労
働
局
適
用

課
�
（
３
５
１
２
）
１
６
２
８

■
飲
酒
運
転
さ
せ
な
い
〜
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ

Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〜

〔
期
間
〕
３
月　

日
�
〜　

日
�

２５

３１

▽
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
を
し
な
い

▽
酒
を
飲
ん
だ
人
に
は
運
転
を
さ
せ

な
い
、
車
を
貸
さ
な
い

▽
運
転
す
る
人
に
は
酒
を
出
さ
な
い
、

す
す
め
な
い

　

こ
れ
ら
を
徹
底
し
、
飲
酒
運
転
を

根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

 
〔
問
い
合
わ
せ
〕
調
布
警
察
署
�
０

４
２
（
４
８
８
）
０
１
１
０

■
東
京
地
方
・
家
庭
裁
判
所
八
王
子

支
部
は
移
転
し
ま
す

　

東
京
地
方
・
家
庭
裁
判
所
八
王
子

支
部
は
、
立
川
市
緑
町　

番
地
の
４

１０

に
移
転
し
、
４
月　

日
�
に
東
京
地

２０

方
・
家
庭
裁
判
所
立
川
支
部
と
し
て

開
庁
し
ま
す
。

　

ま
た
、
検
察
審
査
会
、
立
川
簡
易

裁
判
所
も
同
建
物
内
に
移
転
し
ま
す

が
、
八
王
子
簡
易
裁
判
所
は
現
在
地

で
引
き
続
き
業
務
を
行
い
ま
す
。

　

４
月
上
旬
か
ら
各
部
署
が
順
次
移

転
し
、
業
務
を
開
始
す
る
予
定
で
す

の
で
、
申
立
等
で
裁
判
所
へ
お
越
し

の
際
は
、
各
部
署
ご
と
の
業
務
開
始

日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
地
方
裁
判
所

八
王
子
支
部
庶
務
第
一
課
�
０
４
２

（
６
４
２
）
５
１
９
５

�

�

�

�

�����������

�����������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

小
雪
の
影
響
に
よ
り
、
今
年

度
の
「
雪
洞
火
ぼ
た
る
祭
」
は

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
楽
し
み

に
さ
れ
て
い
た
皆
さ
ん
に
、
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と

を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
来
年

度
も
皆
さ
ん
に
お
楽
し
み
い
た

だ
け
る
催
し
を
多
数
企
画
し
ま

す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

新
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
味
噌
づ

く
り
体
験
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

交
流
物
産
館「
あ
ぐ
り
の
里
」

の
人
気
商
品
「
あ
ぐ
り
味
噌
」

を
製
造
し
て
い
る
「
豆
だ
会
」

の
指
導
と
あ
っ
て
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
は
、
本
物
の
味
を
自
分

の
も
の
に
し
よ
う
と
真
剣
な
面

持
ち
で
説
明
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

体
験
作
業
の
中
で
も
っ
と
も

大
変
だ
っ
た
の
が
、
熱
々
の
す

り
潰
し
た
大
豆
と
塩
を
混
ぜ
合

わ
せ
る
作
業
で
し
た
。

　
「
熱
い
、
熱
い
」
と
あ
ち
こ
ち

か
ら
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た

が
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の

な
か
、
味
噌
づ
く
り
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

体
験
終
了
後
に
は
交
流
会
と

「
あ
ぐ
り
味
噌
を
使
っ
た
美
味

し
い
料
理
」
を
テ
ー
マ
に
「
え

ち
ご
川
口
生
産
者
協
議
会
」
に

よ
る
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
も
開
催

し
ま
し
た
。
レ
シ
ピ
片
手
に
味

噌
シ
ュ
ー
マ
イ
や
味
噌
ロ
ー
ル

キ
ャ
ベ
ツ
、
ふ
き
の
と
う
味
噌

な
ど
た
く
さ
ん
の「
味
噌
料
理
」

を
評
価
し
な
が
ら
舌
鼓
を
打
っ

て
い
ま
し
た
。

　
「
あ
ぐ
り
の
里
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
」
で
は
、
会
員
募
集
を
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。
関
心
の
あ
る

方
は
、
あ
ぐ
り
の
里
�
０
２
５

８
（　

）
４
５
５
０
へ
お
問
い

８９

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
ふ
る
さ
と
友
好
都
市
新
潟
県

川
口
町
は
、今
回
で
終
了
で
す
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
川
口
町
産
業

振
興
課
�
０
２
５
８
（　

）
３

８９

１
１
３

～多摩川を生かした連携を目指して～
　

小
菅
村
で
活
動
す
る
「
小
菅

人
を
育
む
会
」
を
対
象
に
２
月

８
日
�
に
行
わ
れ
た
「
絵
手
紙

講
習
会
」
の
紹
介
を
し
ま
す
。

　

小
菅
人
を
育
む
会
は
、
村
の

宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
磨
き

輝
か
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
平

成　

年
に
発
足
し
ま
し
た
。

１２

　

こ
の
会
で
は
、
異
年
齢
間
交

流
か
ら
思
い
や
り
や
自
立
の
心

を
養
い
、
さ
ら
に
は
地
域
の
き

ず
な
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
「
園
児
と
あ
そ
ぼ
う
」
と

い
う
事
業
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
事
業
で
絵
手

紙
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
絵
手
紙
発
祥
の
地
�
狛
江
」

実
行
委
員
会

か
ら
絵
手
紙

展
へ
お
誘
い

を
い
た
だ
い
た
の
が
始
ま
り
で

す
。

　

当
日
は
、
曽
根
実
行
委
員
長

を
含
む
６
人
の
方
に
狛
江
市
か

ら
お
越
し
い
た
だ
き
、
小
菅
村

か
ら
は　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

３３

　

初
め
て
の
道
具
、
初
め
て
の

筆
の
持
ち
方
、
初
め
て
の
作
品
、

何
も
か
も
が
初
め
て
づ
く
し
で

し
た
。
特
に
初
め
て
描
い
た
作

品
が
、
い
き
な
り
東
京
の
絵
手

紙
展
に
出
展
さ
れ
る
な
ん
て
驚

き
で
す
。

　

講
習
会
が
終
わ
る
こ
ろ
「
自

分
で
も
始
め
て
み
た
い
」
と
い

う
住
民
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
住
民
同
士
の
交
流
が
結
ん

だ
作
品
の
交
流
…
」、と
て
も
素

晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

　

こ
う
し
た
事
業
を
皮
切
り
に
、

狛
江
と
小
菅
の
交
流
を
増
々
深

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
住
民
交
流
友
好
都
市
山
梨
県

小
菅
村
は
、今
回
で
終
了
で
す
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
小
菅
村
源
流

振
興
課
�
０
４
２
８
（　

）
０

８７

１
１
１

�
�
�
�
�
�
�
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■
恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑
留
者
、

引
揚
者
の
皆
さ
ん
へ

　

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で
は
、

い
ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
恩
給
欠

格
者
、
戦
後
強
制
抑
留
者
、
引
揚
者

本
人
に
、「
特
別
慰
労
品
」
を
贈
呈
し

て
い
ま
す
（
ご
遺
族
の
方
は
対
象
と

は
な
り
ま
せ
ん
）。

　

な
お
、「
引
揚
者
」
は
、
終
戦
の
日

ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
外
地
で
生

活
し
て
い
て
、
戦
後
引
き
揚
げ
て
き

た
家
族
全
員
が
対
象
で
す
。

　

請
求
書
等
は
、
介
護
支
援
課
に
あ

り
ま
す
。
請
求
期
限
は
３
月　

日
�

３１

ま
で
で
す
の
で
、
未
請
求
の
方
は
、

早
急
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
独
立
行
政
法
人
平

和
祈
念
事
業
特
別
基
金
�
０
１
２
０

（
２
３
４
）
９
３
３

 
■
こ
ま
え
市
民
大
学
運
営
委
員

〔
対
象
〕
市
民
の
学
習
活
動
に
参
加

し
た
こ
と
が
あ
り
、
関
心
の
あ
る　
２０

歳
以
上
の
市
内
在
住
者〔
募
集
人
員
〕

若
干
名
〔
任
期
〕
２
年
〔
会
議
〕
原

則
平
日
の
夜
間

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
３
月

　

日
�
ま
で
に
、
住
所
・
氏
名
・
年

２５齢
・
電
話
番
号
・
職
業
お
よ
び
作
文

「
応
募
動
機
」
を
４
０
０
字
程
度
に

ま
と
め
、
〒
２
０
１
�
０
０
１
３
元

和
泉
２
�　

�
１
西
河
原
公
民
館
�

３５

（
３
４
８
０
）
３
２
０
１
へ
。

■
組
成
分
析
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
前
９
時
か

３１

ら
２
時
間
程
度
〔
会
場
〕
狛
江
市
ビ

ン
・
缶
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
〔
内

容
〕
収
集
さ
れ
た
燃
え
る
ご
み
を
皆

さ
ん
で
調
べ
、
分
析
し
ま
す
〔
持
ち

物
〕
タ
オ
ル
・
長
靴
※
汚
れ
て
も
よ

い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

 
�
西
河
原
公
民
館　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

�
（
３
４
８
０
）
３
２
０
１

■
こ
ま
え
市
民
大
学
「
曲
が
り
角
に

来
て
い
る
中
国
」　

〔
日
時
〕３
月　
２８

日
�
午
後
２
時
〜
４
時
〔
定
員
〕　
５０

人
〔
講
師
〕
金
子
秀
敏
さ
ん
（
毎
日

新
聞
社
論
説
委
員
）〔
受
講
料
〕
２
０

０
円

 
�
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

■
上
和
泉
お
は
な
し
会　

各
回
と
も

〔
時
間
〕
０
歳
か
ら
の
部
午
後
３
時

　

分
か
ら
・
４
歳
か
ら
の
部
３
時　

１５

４５

分
か
ら
▽
３
月　

日
�
〔
絵
本
〕
し

１６

ょ
う
ぼ
う
し
の
ト
ト
フ〔
お
は
な
し
〕

び
っ
き
と
ふ
く
ろ
う
▽　

日
�
〔
絵

２３

本
〕
ノ
ア
お
じ
さ
ん
の
は
こ
ぶ
ね
・

は
る
が
か
く
れ
ん
ぼ
・
よ
る
の
び
ょ

う
い
ん

�
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
２
１
５
０

■
な
ん
ぶ
お
は
な
し
会　
〔
日
時
〕３

月　

日
�
午
後
３
時　

分
か
ら
〔
対

２７

３０

象
〕
幼
児
〜
小
学
校
低
学
年
〔
絵
本
〕

た
い
へ
ん
な
ひ
る
ね
〔
紙
芝
居
〕
お

ひ
さ
ま
と
き
た
か
ぜ
〔
折
り
紙
〕
シ

ャ
ツ

絵手紙を書く小菅村の皆さん 熱のこもった味噌づくり指導


